
かりや市議会だよりかりや市議会だより 令和２年５月１日令和２年５月１日 第154号第154号 （4）（5）

議
決
結
果
一
覧
表	

（
※
）
…
賛
否
が
分
か
れ
た
も
の

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分
に
つ
い
て	

了
承

・
刈
谷
市
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
等
に
つ
い
て	

了
承

・
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て	

同
意

【
企
画
総
務
委
員
会
関
係
・
３
議
案
】	

全
て
可
決

・
刈
谷
市
債
権
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
福
祉
産
業
委
員
会
関
係
・
１
議
案
】	

可
決

・
財
産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て

【
建
設
委
員
会
関
係
・
５
議
案
】	

全
て
可
決

・
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
営
住
宅
管
理
条
例
及
び
刈
谷
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
西
三
河
都
市
計
画
事
業
刈
谷
小
垣
江
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
条
例

　

及
び
西
三
河
都
市
計
画
事
業
刈
谷
野
田
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
及
び
刈
谷
市
水
道
事
業
の

　

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
市
民
文
教
委
員
会
関
係
・
３
議
案
】	

全
て
可
決

・
刈
谷
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

　

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
報
酬
額
及
び
費
用
弁
償
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て

【
予
算
審
査
特
別
委
員
会
関
係
・
12
議
案
】	

全
て
可
決

（
令
和
元
年
度
補
正
予
算
）　

・
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
刈
谷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
刈
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
令
和
２
年
度
予
算
）　

・
刈
谷
市
一
般
会
計
予
算
（
※
）

・
刈
谷
市
刈
谷
小
垣
江
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

・
刈
谷
市
刈
谷
野
田
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

・
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
（
※
）

・
刈
谷
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
（
※
）

・
刈
谷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
（
※
）

・
刈
谷
市
水
道
事
業
会
計
予
算
（
※
）

・
刈
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算

【
追
加
議
案
・
２
議
案
】

・
工
事
請
負
契
約
の
額
を
変
更
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て	

了
承

・
令
和
元
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）	

可
決

【
議
員
提
出
議
案
・
２
議
案
】	

全
て
可
決

・
刈
谷
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

建
設
委
員
会

　

刈
谷
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想

の
改
定

問　
各
調
査
に
お
け
る
意
見
を
反

映
し
た
取
組
は
。

答　
Ｊ
Ｒ
刈
谷
駅
に
お
い
て
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
ホ
ー
ム
の
拡
幅
、

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
増
設
、
改
札
の
増
設
な
ど
を

行
う
。
併
せ
て
、
駅
構
内
の
ト
イ
レ

を
洋
式
化
に
す
る
と
と
も
に
、
オ
ス

ト
メ
イ
ト
用
設
備
や
乳
幼
児
連
れ
に

対
応
し
た
ト
イ
レ
を
増
設
す
る
。
ま

た
、
南
北
連
絡
通
路
や
駅
前
広
場
に

お
い
て
は
、
階
段
の
手
す
り
へ
の
点

字
シ
ー
ト
の
設
置
や
誰
も
が
見
や
す

い
案
内
サ
イ
ン
の
検
討
を
行
っ
て
い

く
。

　

そ
の
他「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

「
野
田
新
町
駅
前
の
高
度
利
用
」
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
文
教
委
員
会

　

第
２
期
刈
谷
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画

問　
基
本
目
標
の
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
充
実
」
に
は
、
祝
日
の
開

設
も
含
ま
れ
る
の
か
。

答　
祝
日
に
お
け
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
希
望
が
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
充
実
に
向
け
た
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
祝
日
に
開
設
す
る
場
合
、

土
曜
日
や
長
期
休
業
期
間
の
よ
う
に
、

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

の
支
援
員
の
配
置
が
新
た
に
必
要
と

な
る
。
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
配
置
す
る

支
援
員
の
確
保
は
常
に
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
今
後
も
支

援
員
の
確
保
に
努
め
つ
つ
、
祝
日
の

開
設
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

そ
の
他
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
お
け
る
自
主
登
校
教

室
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

会派名及び議員名

議案名及び議決結果

自民クラブ 市民クラブ 公明クラブ 清風クラブ
無所属
議員
の会

日本
共産党
議員団

に
じ
い
ろ
の
会

無
所
属

議
　
長

副
議
長

加
藤
　
幹
樹

揚
張
　
慎
一

葛
原
　
祐
季

近
藤
　
澄
男

渡
邊
　
妙
美

鈴
木
　
正
人

清
水
　
俊
安

外
山
　
鉱
一

深
谷
　
英
貴

中
嶋
　
祥
元

佐
原
　
充
恭

伊
藤
　
幸
弘

黒
川
　
智
明

鈴
木
　
浩
二

谷
口
　
睦
生

松
永
　
　
寿

白
土
美
恵
子

上
田
　
昌
哉

新
海
　
真
規

星
野
　
雅
春

鈴
木
　
絹
男

蜂
須
賀
信
明

牛
田
　
清
博

山
本
シ
モ
子

城
内
　
志
津

稲
垣
　
雅
弘

山
崎
　
高
晴

加
藤
　
廣
行

令和元年度刈谷市一般会計補正予算（第４号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × ○
議
長
の
た
め
、
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○

令
和
２
年
度

刈谷市一般会計予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × ○ ○

刈谷市国民健康保険特別会計予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

刈谷市後期高齢者医療特別会計予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

刈谷市介護保険特別会計予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

刈谷市水道事業会計予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

単

行

議

案

■
財
産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て

　

病
院
関
連
施
設
敷
地
と
し
て
、
医

療
法
人
豊
田
会
に
無
償
で
土
地
の
貸

付
け
を
行
い
ま
す
。

問　
刈
谷
豊
田
総
合
病
院
の
み
に

土
地
の
無
償
貸
付
け
な
ど
の
支
援
を

す
る
こ
と
に
対
し
、
他
の
施
設
と
の

整
合
性
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
刈
谷
豊
田
総
合
病
院
は
、
愛

知
県
か
ら
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承

認
を
受
け
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第

３
次
救
急
医
療
施
設
と
し
て
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
使
命
を
果
た
す
と
と

も
に
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
災
害

医
療
の
中
核
的
役
割
、
及
び
市
民
病

院
的
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
本
市
と

し
て
は
、
病
診
連
携
の
中
心
的
な
病

院
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
市
民
が
良
質
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
当
該
病
院
へ
の
運
営

や
医
療
設
備
に
対
す
る
補
助
等
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
公
費
を
投
入
す
る
こ
と
に
よ

る
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答　
市
民
に
適
切
な
医
療
環
境
を

安
定
的
に
提
供
し
、
最
新
の
医
療
設

備
に
よ
る
治
療
の
実
現
に
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
る
。

条

例

議

案

■
刈
谷
市
債
権
管
理
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

市
の
債
権
の
よ
り
適
正
な
管
理
を

図
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

問　
債
権
管
理
条
例
を
制
定
す
る

意
義
は
。

答　
市
の
債
権
の
中
に
は
、
債
務

者
の
所
在
が
不
明
で
回
収
で
き
る
見

込
み
が
な
い
ま
ま
時
効
期
間
満
了
後

も
管
理
を
続
け
て
い
る
ケ
ー
ス
や
、

強
制
執
行
に
至
る
ま
で
に
長
い
期
間

や
徴
収
す
べ
き
債
権
の
額
以
上
の
経

費
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

ま
た
、
生
活
困
窮
や
無
資
力
等
の
状

態
に
あ
る
債
務
者
に
対
し
て
債
権
放

棄
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
そ
の

生
活
再
建
の
一
助
と
な
る
こ
と
な
ど

も
あ
り
、
放
棄
に
関
す
る
規
定
を
定

め
、
債
権
管
理
の
適
正
化
や
事
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
時
効
期
間
満
了
後
も
債
務
者

か
ら
時
効
の
援
用
の
意
思
表
示
が
な

い
た
め
、
消
滅
せ
ず
に
管
理
を
続
け

て
い
る
債
権
は
、
ど
の
程
度
あ
る
の

か
。答　

全
て
私
債
権
で
あ
り
、
平
成

30
年
度
末
時
点
で
、
件
数
が
約
１
，

０
０
０
件
、
金
額
は
約
１
，
１
０
０

万
円
で
あ
る
。

■
刈
谷
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た

め
、
消
防
団
員
の
報
酬
年
額
を
増
額

し
ま
す
。

問　
今
回
の
見
直
し
で
、
団
長
か

ら
消
防
員
ま
で
７
区
分
あ
る
な
か
で
、

な
ぜ
４
区
分
の
役
職
だ
け
報
酬
を
引

き
上
げ
た
の
か
。
ま
た
、
何
を
目
安

に
引
き
上
げ
た
の
か
。

答　
県
内
の
人
口
規
模
や
産
業
構

造
が
類
似
し
て
い
る
安
城
市
、
小
牧

市
、
豊
川
市
の
平
均
額
を
参
考
に
算

出
し
て
お
り
、
平
均
額
を
下
回
っ
て

い
る
区
分
に
つ
い
て
改
正
し
て
い
る
。

問　
前
回
の
消
防
団
員
報
酬
の
見

直
し
は
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
。

答　
平
成
20
年
４
月
に
、
部
長
、

班
長
、
消
防
員
の
報
酬
額
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。

■
刈
谷
市
営
住
宅
管
理
条
例
及
び
刈

谷
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

入
居
の
手
続
に
お
い
て
入
居
決
定

者
が
提
出
す
る
請
書
に
つ
い
て
、
連

帯
保
証
人
２
人
の
連
署
を
不
要
と
し

ま
す
。

問　
連
帯
保
証
人
の
要
件
廃
止
に

至
る
ま
で
の
背
景
及
び
民
法
改
正
の

内
容
は
。

答　
建
物
の
賃
貸
借
契
約
に
係
る

保
証
人
な
ど
個
人
根
保
証
契
約
を
締

結
す
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
保
証
す

る
額
に
制
限
が
な
か
っ
た
も
の
が
、

改
正
法
の
施
行
日
後
は
、
極
度
額
を

定
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
が
生
じ

な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
公
営
住
宅
に

お
け
る
保
証
人
制
度
の
在
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

本
市
に
お
い
て
も
近
年
、
保
証
人
が

確
保
で
き
な
い
た
め
に
入
居
を
断
念

す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
状
況
を
解
消
す
る

た
め
、
連
帯
保
証
人
の
要
件
を
廃
止

す
る
こ
と
と
し
た
。

■
刈
谷
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
準
を
改

正
し
ま
す
。

問　
国
の
基
準
が
従
う
べ
き
基
準

か
ら
参
酌
す
べ
き
基
準
と
な
っ
た
こ

と
で
、
市
の
基
準
が
後
退
し
た
と
い

う
こ
と
か
。

答　
国
が
基
準
の
中
で
規
定
し
て

い
る
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
と

人
数
に
つ
い
て
、
今
後
は
参
酌
し
て

対
応
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
従
来
ど
お
り
の
基
準
を

適
用
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

こ
の
考
え
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

国
の
基
準
の
経
過
措
置
で
対
応
し
て

い
た
部
分
の
み
、
今
後
も
適
用
す
る

た
め
の
条
例
改
正
で
あ
り
、
こ
の
改

正
に
よ
り
、
本
市
の
基
準
を
変
更
す

る
も
の
で
は
な
い
。

補
正
予
算
議
案

　
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
、
企
画
総
務
、
福

祉
産
業
、
建
設
、
市
民
文
教
の
各
分

科
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
、
各
分
科
会
委

員
長
か
ら
報
告
を
受
け
、
18
日
の
本

会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
及
び
中
学
校
の
特

別
教
室
等
の
空
調
設
備
整
備
事
業
な

ど
が
本
会
議
最
終
日
に
上
程
さ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

　
　
　
23
億
１
，
１
４
２
万
７
千
円

補
正
後
の
予
算
（
一
般
会
計
）

　
６
１
１
億
３
，
８
０
０
万
９
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

　
９
５
３
億
１
，
１
５
６
万
１
千
円

【
主
な
事
業
】

　
富
士
松
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

　

老
朽
化
し
た
校
舎
の
機
能
を
回
復

さ
せ
る
と
と
も
に
、
生
徒
の
教
育
環

境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

※
市
民
の
方
等
か
ら
貴
重
な
御
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
補
正
予
算
に

計
上
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
総
務
管
理
事
業
費
と
し
て

４
万
３
千
円

・
心
身
障
害
者
福
祉
事
業
費
と
し
て

５
万
５
千
円

・
高
齢
者
福
祉
施
設
事
業
費
と
し
て

17
万
５
千
円

・
公
園
事
業
費
と
し
て

２
５
２
万
２
千
円

委
員
会
の
動
き

　

委
員
会
で
は
、
議
案
の
審
査
の
ほ

か
、
主
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
質

問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

企
画
総
務
委
員
会

　

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
派
遣

問　
台
風
15
号
の
際
に
千
葉
県
君

津
市
に
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
派
遣

で
き
、
台
風
19
号
の
際
に
派
遣
で
き

な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

答　
台
風
19
号
の
際
は
、
日
本
女

性
会
議
の
開
催
地
で
あ
っ
た
栃
木
県

佐
野
市
に
打
診
し
た
が
、
現
地
の
受

入
れ
態
勢
が
整
わ
な
か
っ
た
た
め
、

派
遣
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、

派
遣
意
向
を
確
認
す
る
な
か
で
他
市

町
村
へ
の
派
遣
に
も
至
ら
な
か
っ
た
。

問　
支
援
す
る
側
と
し
て
は
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

答　
今
後
は
、
導
入
自
治
体
を
増

や
し
て
派
遣
体
制
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
取
組
を
全
国
に
周
知
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

福
祉
産
業
委
員
会

　

第
４
次
刈
谷
市
地
域
福
祉
計
画

問　
第
３
次
計
画
の
基
本
目
標
値

の
達
成
度
は
ど
う
か
。

答　
４
つ
の
基
本
目
標
に
対
す
る

成
果
指
標
９
項
目
の
う
ち
４
項
目
で

目
標
値
を
達
成
し
、
５
項
目
で
数
値

の
上
昇
が
あ
っ
た
。

問　
第
４
次
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

答　
基
本
目
標
を
「
地
域
福
祉
の

意
識
づ
く
り
・
担
い
手
づ
く
り
」

「
支
え
合
い
の
し
く
み
づ
く
り
」

「
安
心
・
安
全
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
３
つ
と
し
て
策
定
し
、「
地

域
共
生
社
会
」の
実
現
を
目
指
し
て
、

各
種
施
策
に
取
り
組
む
。

　

そ
の
他「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ

ぽ
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
議
案
３
月
定
例
会

（
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

3月定例会提出議案の賛否
賛
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
否が分かれたものについて掲載します。　（○：賛成　× : 反対）

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
再
び

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。（
任
期
４
年
）

　

早は
や
か
わ川

　
孝た
か
あ
き昭

　
氏　
　
　
（
４
期
目
）

高
松
町

公平委員会とは ･･･
　地方公共団体職員の利益の保
護と公正な人事権の行使を保障
するために置かれる機関です。

改修する
富士松中学校

下重原住宅

刈谷を守る消防団員の処遇を改善


